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１　少子化の推移

（１）　児童人口の推移

人口が増加する練馬区でも、子どもの数は少しずつ減っていき、少子高齢化が進みます。

　練馬区の児童（０歳から 17歳）人口は、昭和 52年の 151,033人を最高に減少を続けてきましたが、
平成 11年からは微増に転じ、平成 16年には 106,626人となっています。しかし、平成 17年以降は微
減が続き、平成 21年には、約 10万 5千人になると推計されています。区の総人口に占める児童数の
割合は、昭和 40年の 29.9％を最高値とし、平成 10年には 16.4％まで低下しました。その後も低下傾
向は変わらず、平成 16年には 15.7％となっています。今後もこの傾向は続き、平成 21年には 15.1％
になると推計されています。（図表－１）

　また、年齢別（３区分）でみると、年少人口（０～ 14歳）は、平成 10年には 87,268人で総人口の
13.5％でした。平成 16年には 88,759人と人口数では増加の傾向にありましたが、総人口に占める割合
では 13.0％と低下しています。平成 21年には、年少人口は約８万８千人と見込まれるものの、総人口
の 12.6％まで低下すると推計されています。
　一方、老年人口 (65歳以上 )は、平成 16年には 114,979人で総人口の 16.9％ですが、平成 21年に
は約 13万３千人を超え、総人口の 19.1％を占めると推計されています。
　練馬区の総人口は今後も増加し、平成 21年には約 69万９千人を超えるものと推計されていますが、
老年人口の大幅な増加により、少子高齢化が急速に進展するものと考えられます。（図表－２、図表－３）

【資料：平成 10から 16年は、住民基本台帳および外国人登録原票、各年４月１日現在。平成 17年
以降は、国の指針に基づく推計値。】

図表－１
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（２）　出生数と合計特殊出生率等の推移

合計特殊出生率は、全国の平均を下回っており、低下し続けています。

　練馬区の年間出生数は、昭和 46年の 11,041人を最高に減少を続け、平成２年には６千人を下回り
ました。その後は、6千人前後で横ばいを続けています。
　合計特殊出生率は、平成 5年まで低下を続け、平成 6年に上昇したものの、その後は低下傾向で推移し、

図表－２　年少人口、年齢人口、老年人口の割合の推移

図表－３　年齢別人口の推移

【資料：平成 10から 16年は、住民基本台帳および外国人登録
原票、各年 4月 1日現在。平成 17年以降は、国の指針に基づ
く推計値。】
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平成 15年には 1.06となっています。全国の合計特殊出生率は 1.29で、東京都は 1.00となっています。
現在の人口を維持するためには、2.08が必要とされており、少子化が進んでいることがわかります。（図
表－４、図表－５）

合計特殊出生率：15歳から 49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、１人の女性が一生
の間に生む子どもの数に相当します。

図表－４　 練馬区・東京都・全国の合計特殊出生率 

図表－５　出生数・合計特殊出生率の推移

【資料：保健管理課、東京都衛生年報、人口動態統計年報】

【資料：保健管理課、東京都衛生年報、人口動態統計年報】
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　一方、死亡数は、平成 15年で、周産期死亡数は 24人、死産は 167人でした。また、新生児死亡数
は 6人、乳児死亡数は 19人でした。死亡率は、東京都の死亡率とほぼ同水準となっています。（図表－６、
図表－７）

図表－６　周産期死亡と死産の推移

【資料：保健管理課、東京都衛生年報、人口動態統計年報】

図表－７　新生児死亡と乳児死亡の推移

【資料：保健管理課、東京都衛生年報、人口動態統計年報】

周産期：妊娠満 22週から生後 7日未満までの期間をいいます。
　　周産期死亡率＝　妊娠満 22週以後の死産数＋早期新生児死亡数　× 1,000
　　　　　　　　　　出産（出生数＋妊娠満 22週以後の死産数）数
＊練馬区、東京都の平成 6年の周産期死亡は、妊娠満 28週以後の死産と早期新生児死亡の合計です。
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（３）　婚姻と出産の動向

婚姻率は横ばいですが、離婚率は上昇し続けています。

また、母親の出産年齢が高くなっています。

　平成 14年の婚姻および離婚の状況は、婚姻率は 7.3、離婚率も 2.44となっており、東京都および全
国と比較していずれも高くなっています。（図表－８、図表－９）

婚姻率：人口千人あたりの１年間の婚姻数で、婚姻数÷総人口× 1,000で求めます。
離婚率：人口千人あたりの１年間の離婚数で、離婚数÷総人口× 1,000で求めます。

　出生数の割合を母親の年齢階級別にみると、出産時期が 20歳代から 30歳代に移行してきています。
　昭和 50年頃は、20歳代が７割前後、30歳代が３割前後でしたが、平成 14年には、20歳代が４割
を割り込むまでに減少しています。逆に、30歳代が６割程度に増加しています。また、全体に占める
割合は低いものの 40～ 44歳の割合も増加しています。（図表－ 10）

図表－８　練馬区・東京都・全国の婚姻率 図表－９　練馬区・東京都・全国の離婚率

【資料：東京都衛生年報、人口動態統計年報】
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２　家庭の状況

（１）　世帯の推移

核家族化が進んでいます。

また、ひとり親家庭は増加し続けています。

　世帯数は一貫して増加しており、平成 16年には過去最高の 306,942世帯となっています。一方、１
世帯あたりの世帯人員は、一貫して減少を続けており、平成 16年には過去最低の 2.17人となっていま
す。同様に、核家族世帯の世帯数は増加していますが、１世帯あたりの人員数は低下しています。（図

表－ 11、図表－ 12）
　また、離婚数の増加を背景として、ひとり親家庭が増加しています。とりわけ母子家庭は、平成 7
年には 2,707世帯でしたが、平成 12年には 3,298世帯と大きく増加しています。（図表－ 13、図表－
14）

核家族世帯：夫婦のみ、または親と未婚の子どもだけからなる家族の世帯。

ひとり親世帯：父親または母親と、その扶養すべき 20歳未満の子どもからなる世帯。

図表－10　母親の年齢階級別の出生数割合

【資料：東京都衛生年報、人口動態統計年報】
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図表－11　人口・世帯の推移　

【資料：住民基本台帳、各年４月１日現在】

図表－12　核家族世帯 

【資料：国勢調査、各年 10月 1日現在】

図表－13　ひとり親家庭の状況－母子家庭の状況  

【資料：国勢調査、各年 10月 1日現在】

図表－14　ひとり親家庭の状況－父子家庭の状況  

【資料：国勢調査、各年 10月１日現在】



16 17

第２章　子どもと家庭を取り巻く現状と課題

（２）　女性の就業の状況

仕事をする女性が増加しています。

一方、出産で仕事をやめて、在宅で子育てをする女性も多くなっています。

　女性の就業者は、平成 12年の総就業者数 324,075人のうち、127,026人で 39.2％を占めています。
平成２年、平成７年と比較すると、総就業者数が伸び悩む中で、女性就業者は確実に増加しています。

　職業では、従事者数では事務従事者、専門的・技術的職業従事者、販売従事者の順に高くなっています。

割合では事務従事者、サービス職業従事者、専門的・技術的職業従事者の順に高くなっています。また、

管理的職業従事者の割合が着実に高くなっています。（図表－ 15）

図表－15　職業別・女性の15歳以上の就業者数

【資料：国勢調査、各年 10月 1日現在】

　女性の労働力率を年齢階級別に比較すると、20歳代で高く、その後子育てにかかわる 30歳代でいっ
たん大きく低下し、子どもが小学校高学年以降となる 40歳以降で再び上昇、55歳以降で低下するいわ
ゆる「Ｍ字曲線」を描いています。また、昭和 55年以降の数値と比較すると、労働力率が上昇すると
ともに、Ｍ字の底が浅くなる傾向がみられます。一方、全国・東京都と比べて 30歳以降の労働力率が
低く、出産で離職し、そのまま職に就かない女性の割合が高くなっています。練馬区は、全国・東京都

と比較して、在宅で子育てをする家庭の割合が多くなっています。

（図表－ 16、図表－ 17、図表－ 18）

労働力人口：満 15歳以上の人口（生産年齢人口）のうち、労働の意思と能力をもつ者の人口。就
業者（休業者も含む）と完全失業者の合計をいいます。

労働力率：生産年齢人口に占める労働力人口の比率をいいます。
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図表－16　女性労働力の状況

【資料：国勢調査、平成 12年 10月１日現在】

図表－17　練馬区における女性労働力率 図表－18　練馬区・東京都・全国の女性労働力率

【資料：国勢調査、各年 10月１日現在】 【資料：国勢調査、平成 12年 10月１日現在】
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３　子どもと子育て家庭の実態

（１）　就学前児童の保育等の状況

０，１，２歳は在宅で子育てし、３，４，５歳は幼稚園へ通園する家庭が最も多くなってい

ます。

　練馬区の就学前の子どもは、０歳で約８割、１歳で約７割、２歳で約６割が、平日は家庭で過ごして

います。しかし、３歳以降は、幼稚園や保育サービス（保育園、認可外保育施設など）を利用したり、

親族、知人と過ごす子どもが 85％を超え、５歳児では約９割近くになっています。（図表－ 19）

図表－19　平日の保育サービスの利用状況（子どもの年齢別）

（注）　上記質問では、「保育サービスなど」の中に、幼稚園を含んで質問しています。

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】

　預け先としては、３歳児では 55.9％、４歳・５歳児では 70％近くが幼稚園に通っています。第２位
の認可保育園は 25％前後となっています。（図表－ 20）
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（２）　小学生、中学生、高校生の居場所

放課後は自分の家で過ごしたり、家族と過ごす子どもが高い割合です。

続いて、小学生では塾や習いごと、学童クラブなど、中高生では部活動、塾や習いごと

が多くなっています。

また、児童館、図書館など区の施設の利用は低くなっています。

　平日の放課後の居場所は、小学１～３年生では、すべての時間帯で「保護者や祖父母等の同居してい

る家族と過ごした」が最も高くなっています。そのほか、「学童クラブにいた」「塾や習いごと、スポー

ツクラブに行った」「友だちの家にいた」が高くなっています。小学４～６年生では、午後３時～４時

の間は、「学校の校庭開放、図書館開放、クラブ活動に参加した」が最も高く、次いで「保護者や祖父

母等の同居している家族と過ごした」となっています。その他の時間帯は、小学１～３年生と同様に「保

護者や祖父母等の同居している家族と過ごした」が最も高くなっています。

　平成９年に行った調査と比較すると、１～３年生では、「友だちの家にいた」が、午後 3時～ 5時の
間は約８ポイント低くなっています。４～６年生では、午後７時～８時の間の「保護者や祖父母等の同

居している家族と過ごした」が約 12ポイント低くなり、逆に「塾や習いごと、スポーツクラブに行った」
が約 7ポイント高くなっています。（図表－ 21、図表－ 22）

図表－20　 就学前児童の保育等の状況（H15. ４．１保育園等、５．１幼稚園）

（人口は平成 15年４月１日現在。なお、保育園等の重複利用の有無、幼稚園と保育園で集計期日
での１か月の差異はここでは考慮していない。管外保育は４、５歳児を合わせた統計であり人口の
1.0％となるが、ここではそれぞれに1.0％を計上し、家庭その他をその分減とした。また、０～２
歳児の幼稚園は利用がないので、数値を省略した。）

【資料：保育課、学務課】
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　また、中学生・高校生は、平日の居場所は「自分の家」が 83.5％で最も高く、続いて「部活動」「学
習塾や習いごと」となっています。児童館、図書館、青少年館、体育館などの区の施設の利用は、6.4％
にとどまっています。（図表－ 23）

図表－21　この前の金曜日の放課後の居場所（小学１～３年生）

図表－22　この前の金曜日の放課後の居場所（小学４～６年生）

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年 3月）】
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（３）　子育て家庭の不安感や負担感

保護者の２人に１人が子育てに不安や負担を感じています。

犯罪被害や交通事故についての心配が増しています。

また、就学前の児童の保護者は、「自由な時間が持てない」ことを、最も負担に感じて

います。

小学生の保護者は、「子育てで出費がかさむ」ことを、最も負担に感じています。

　就学前の子どもの保護者は、『子育てに関する不安感や負担感』について、8.1％が「非常に不安や負
担を感じる」、36.2％が「なんとなく不安や負担を感じる」としており、合わせて 44.3％の保護者が不
安や負担を感じています。（図表－ 24）
　『子どものことで心配に感じていること、気になっていること』では、「犯罪に巻き込まれないかどう

か」が最も高く 64.8％、続いて「交通事故にあわないかどうか」、「病気や発育･発達に関すること」となっ
ています。また、第 4位に保護者自身の行動である「子どもを叱り過ぎているような気がする」が入っ
ています。また、9.5％の保護者が「ストレスがたまって子どもに手をあげたりすること」をあげています。
（図表－ 25）
　『子育てをするうえで特に負担を感じていること、悩んでいること』では、「自分の自由な時間が持

てない」が 40.1％と最も高く、続いて「子育てによる身体の疲れが大きい」、「子育てで出費がかさむ」
でした。（図表－ 26）

図表－23　中高生の放課後の居場所

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】
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図表－24　子育てに関する不安感や負担感（就学前児童の保護者） 

図表－ 25　子どものことで心配に感じていること、気になっていること（就学前児童の保護者）

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】
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　また、小学生の保護者では、『子育てに関する不安感や負担感』について、10.7％が「非常に不安や
負担を感じる」、39.4％が「なんとなく不安や負担を感じる」としており、半数の保護者が不安や負担
を感じており、就学前の児童家庭より高くなっています。（図表－ 27）
　『子どものことで心配に感じていること、気になっていること』では、第１位と第２位は就学前家庭

と同じで、「犯罪に巻き込まれないかどうか」、「交通事故にあわないかどうか」でした。特に、「犯罪に

巻き込まれないかどうか」は、実に 80.8％と非常に高い数値になっていて、安全安心に対する不安が
高まっていることをうかがわせます。第３位は、対人関係の「友だち付き合い（いじめ等を含む）に関

すること」となっています。第４位には、保護者自身の行動である「子どもを叱り過ぎているような気

がする」が入っています。（図表－ 28）
　『子育てをするうえで特に負担を感じていること、悩んでいること』では、４割以上の保護者が、「子

育てで出費がかさむ」で第 1位でした。「住居が狭い」が続き、就学前児童の家庭と違う順位になって
います。（図表－ 29）

図表－26　子育てをするうえで特に負担を感じていること、悩んでいること（就学前児童の保護者）

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年 3月）】

図表－27　子育てに関する不安感や負担感（小学生の保護者）  

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年 3月）】
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図表－28　子どものことで心配に感じていること、気になっていること（小学生の保護者） 

図表－ 29　子育てをするうえで特に負担を感じていること、悩んでいること（小学生の保護者） 

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】
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（４）　父親の育児

父親の育児については、現状も期待されることも、「子どもと一緒に遊ぶ」ことが最も

多くなっています。

　『配偶者・パートナーの育児（おおむね 3歳以下）への参加』については、就学前の子どもの保護者では、
「子どもと一緒に遊ぶ」がトップで 77.2％。続いて、「子どもを入浴させる」、「子どもの着替えやおむ
つ交換をする」でした。（図表－ 30）
　『配偶者・パートナーの育児参加の仕方への満足度』では、ほぼ３割の人が満足しています。「だいた

い満足している」を加え、7割以上の人が満足しています。（図表－ 31）
　『配偶者・パートナーに育児参加をしてほしいと思う（思った）こと』では、「子どもと一緒に遊ぶ」、「気

遣いをしてくれる」が第 1位でした。「気遣いをしてくれる」や第 4位の「相談に乗ってくれる」といっ
た、精神的な配慮も求められています。（図表－ 32）

図表－30　配偶者・パートナーの育児への参加形態（就学前児童の保護者）  

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】

図表－31　配偶者・パートナーの育児参加への満足度（就学前児童の保護者）
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　小学生の保護者では、『配偶者・パートナーの育児（おおむね３歳以下）への参加』については、「子

どもと一緒に遊ぶ」がトップで 67.6％。続いて、「相談に乗ってくれる」「買い物をする」でした。（図
表－ 33）
　『配偶者・パートナーの育児参加の仕方への満足度』では、18.5％の人が満足しています。「だいたい
満足している」の 44.9％を加え、６割以上の人が満足していますが、就学前より低くなっています。（図
表－ 34）
　『配偶者・パートナーに育児参加をしてほしいと思う（思った）こと』では、「子どもと一緒に遊ぶ」、

「気遣いをしてくれる」の順でした。就学前と同様に、「気遣いをしてくれる」や第 3位の「相談に乗っ
てくれる」といった、精神的な配慮を求める割合が高くなっています。（図表－ 35）

図表－32　配偶者・パートナーに育児参加をしてほしいと思う（思った）こと（就学前児童の保護者）  

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年 3月）】

図表－33　配偶者・パートナーの育児への参加形態（小学生の保護者）  

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年 3月）】
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図表－34　配偶者・パートナーの育児参加への満足度（小学生の保護者）

図表－35　配偶者・パートナーに育児参加をしてほしいと思う（思った）こと（小学生の保護者） 

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年 3月）】
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（５）　子育てと仕事の両立

大変だと感じるのは「自分が病気の時に代わってくれる人がいない」「子どもと接する

時間が少ない」ことが多くなっています。

　『子育てと仕事を両立させるうえで大変だと感じていること』については、就学前児童のいる家庭と

小学生のいる家庭ともに、「自分が病気の時などに、代わりに面倒をみる人がいない」が第 1位でした。
続いて「子どもと接する時間が少ない」、「急な残業が入ってしまう」の順でした。（図表－ 36、図表－
37）

  

図表－ 36　仕事と子育てを両立させるうえで大変だと感じること（就学前児童の保護者）

図表－37　仕事と子育てを両立させるうえで大変だと感じること（小学生の保護者）  

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】
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（６）　子育て支援の要望

防犯対策、小児医療体制の整備、交通安全対策が上位です。

　親と子が健やかに育ち合うようにするために、『子育て支援策のどこに力を入れたら良いか』につい

ては、就学前児童のいる家庭と小学生のいる家庭ともに、「犯罪に巻き込まれないよう防犯対策を強化

してほしい」が第 1位で、続いて「安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備」、「交通事故に
あわないよう交通安全対策を強化してほしい」の順でした。そのほか、「子連れでも出かけやすく楽し

める場所を増やしてほしい」、「親子が安心して集まれる身近な場や機会がほしい」などが支援策として

求められています。（図表－ 38、図表－ 39）

図表－38　子育て支援要望（就学前児童の保護者） 

図表－ 39　子育て支援要望（小学生の保護者）  

【資料：練馬区次世代育成支援行動計画策定に係るニーズ調査報告書（平成 16年３月）】
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４　練馬区における次世代育成支援の課題

（１）　子育てに喜びを感じられる社会を築く

　子育て家庭は、子育てに関する不安や負担を感じています。「犯罪」や「交通事故」、「いじめ等」に

対する精神的な不安感。「子育てによる身体の疲れ」という肉体的な負担感。「子育てで出費がかさむ」

という経済的な負担感。「自分自身の自由な時間が持てない」という時間を拘束される負担感。在宅で

子育てをする母親の社会からの疎外感。このような不安感、負担感、疎外感などが、子どもを生み育て

ることを躊躇させる原因となっています。

　子どもを生む、生まないの選択の自由が保障されたうえで、「子どもを生みたい、育てたい」という

気持ちになれるような環境づくりが大切です。

　そして、すべての子育て家庭が、安心して子育てできる社会、子育てに伴う喜びが実感できる社会の

実現が求められています。

（２）　子どもの育つ力を伸ばす

　核家族化の進行や出生率の低下により、家庭の単位が小さくなっています。また、都市化の進行など

により地域との関係が希薄化しているため、子どもたちは、さまざまな体験をする機会が減ってきてい

ます。地域で行っている「お祭りや盆踊り」「スポーツ活動」「郷土芸能などの文化活動」などに参画し

ようとする意欲も、年齢とともに低下しています。

　子どもたちが健やかに成長し、自立した大人となって、地域社会の一員として次代を担うことができ

るように、子どもの成長段階に応じた居場所や遊び場を整備するとともに、さまざまな体験ができるよ

うな機会を拡大し、子ども自身の育つ力を伸ばすことが必要です。そして、子ども自身の育とうとする

力を、社会への参画につなげていく必要があります。

　また、確かな学力を身につけ、豊かな心と健やかな身体を育むために、学校教育の充実が求められて

います。

（３）　子どもの安全を確保する

　最近、耳を疑うような子どもにかかわる事件が報道されることが多くなっています。また、自転車に

よる交通事故も増加しています。子どもが健やかに成長するためには、子どもたちが暮らす地域社会が、

子どもにとって安全で安心なまちでなくてはなりません。次代を担う子どもを守り、子育て家庭の不安

感を取り除くために、防犯対策や交通安全対策が強く求められています。

（４）　子どもと親の健康を確保する

　子どもを健やかに生み、育てるためには、医療の充実が欠かせません。特に、子どもは抵抗力が弱く、

病気になりやすいため、病気を早期に発見し、適切な治療が受けられる小児医療体制の整備が求められ

ています。

　また、病気と同じように生命にかかわるものとして、子どもの事故があげられます。子どもの健康を

守るうえで、事故防止対策も大事な課題です。

　子どもの健康を支えるうえで重要なことは、精神面も含めた親自身の健康管理です。このことは子ど

もの健康の基盤につながります。

（５）　子育てと仕事が両立する社会を築く

　女性の就業者が増えています。子育てと仕事の両立は、子育て家庭の大きな課題です。子育ては、父
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親と母親が協力して行うものであり、父親と母親双方が子育てと仕事のバランスのとれた働き方ができ

る社会を築き上げていくことが求められています。この課題は、社会全体で取り組まなければならない

課題です。

　また、子育てと仕事の両立を支援するため、保育サービスや学童クラブ事業などの充実も求められて

います。

（６）　子育てしやすいまちづくりを進める

　道路･公園や住宅などの生活環境は、子育てしやすい社会を築いていくうえで、大切な要素です。

　子ども連れでも出かけやすい、子育て家庭にやさしいまちづくりを進めるとともに、住宅に困窮して

いる子育て家庭などに住宅面の配慮をすることも求められています。




